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◎ 関東森林管理局で実施する民有林直轄治山事業 計画保全部 治山課 ・・２

◎ 国有林モニター会議を開催 総務企画部 企画調整課 ・・４
国有林野等所在市町村長有志連絡協議会を開催 〃 ・・４

◎ 小笠原の固有生態系を脅かす外来植物
～ アカギ編 ～ 小笠原諸島森林生態系保全センター ・・５

◎ 森づくり最前線
下越森林管理署 村松森林事務所 首席森林官 川内 敏郎 ・・６

「おおたかどや山標準電波送信アンテナ」 （福島県田村市・川内村）

（撮影者：関東森林管理局森林放射性物質汚染対策センター）



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
新
潟
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
山
梨
県
、
神

奈
川
県
、
静
岡
県
の
1
都
10
県
に
わ
た
る

区
域
の
国
有
林
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
現
在
、
山
梨
県
西

部
の
野
呂
川
地
区
、
静
岡
県
の
大
井
川
上

流
域
、
同
富
士
山
南
部
の
小
山
地
区
の
３

箇
所
で
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
、
新
潟

県
の
頸
城
地
区
で
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
は
、
①
事
業
費

の
総
額
が
お
お
む
ね
50
億
円
以
上
で
あ
る

と
き
。
②
高
度
の
技
術
を
必
要
と
す
る
と

き
。
③
当
該
保
安
施
設
の
影
響
が
都
府
県

の
区
域
を
越
え
る
場
合
、
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
か
つ
、
当
該
保
安
施
設
事
業
が

国
土
の
保
全
上
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
森
林
法
第
41
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
有
林
に
お
い

て
国
が
直
接
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
は
地

す
べ
り
等
防
止
法
第
10
条
に
基
づ
き
同
様

の
基
準
に
よ
り
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
22

年
に
相
模
川
上
流
域
の
山
梨
県

道
志
地
区
で
開
始
し
た
民
有
林
直
轄
事
業

は
、
関
東
森
林
管
理
局
で
実
施
し
た
事
業

の
一
つ
で
す
。

こ
の
頃
の
相
模
川
上
流
は
山
地
の
荒
廃

が
著
し
く
、
ま
た
、
源
流
部
が
山
梨
県
で

あ
り
下
流
域
は
神
奈
川
県
を
流
れ
相
模
湾

に
注
い
で
い
る
た
め
利
害
関
係
が
山
梨
県

と
神
奈
川
県
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
国
が
民

有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

開
設
当
時
の
工
法
は
限
ら
れ
て
お
り
、

大
型
の
重
機
等
は
な
く
、
人
力
に
よ
る
運

搬
や
施
工
が
中
心
で
あ
り
、
資
材
に
つ
い

て
は
、
主
に
天
然
石
を
使
用
し
て
治
山
ダ

ム
（
写
真
１
）
や
土
留
工
（
写
真
2
）
を

施
工
し
て
い
ま
し
た
。
緑
化
の
材
料
は
萱

（
か
や
）
が
使
わ
れ
て
お
り
植
栽
木
に
は

ハ
ン
ノ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
道
志
地
区
の
事
業
は
昭
和
34
年
ま

で
継
続
し
、
多
く
の
崩
壊
地
を
森
林
に
復

旧
し
、
計
画
が
無
事
に
終
了
し
た
た
め
、

関
東
森
林
管
理
局
は
道
志
川
地
区
の
治
山

施
設
の
管
理
を
山
梨
県
に
引
き
継
い
で
こ

の
地
区
の
直
轄
治
山
事
業
は
終
了
し
ま
し

た
。現

在
で
も
、
約
50
年
前
に
作
成
さ
れ
た

治
山
ダ
ム
等
が
当
時
の
ま
ま
機
能
を
発
揮

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
森
林
を
維

持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
地
災
害
を
防
止

し
、
豊
か
で
美
し
い
川
の
水
を
育
み
、
生

態
系
の
保
全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
、
静
岡
県

駿
東
郡
小
山
町
で
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
９
月
の
台
風
９
号
に
伴
い
、

小
山
町
で
は
連
続

490
㎜
、
最
大
時
間
雨
量

118
㎜
と
い
う
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

山
腹
崩
壊
や
土
砂
流
出
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
翌
年
度
も
台
風
災
害
等
の

影
響
に
よ
り
崩
壊
地
の
拡
大
や
土
砂
流
出

等
が
進
行
し
、
下
流
の
人
家
や
道
路
等
に

甚
大
な
被
害
を
あ
た
え
、
さ
ら
に
県
境
を
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関
東
森
林
管
理
局
で
実
施
す
る
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

計
画
保
全
部

治
山
課

（写真１）石積の治山ダム

（写真２）天然の大岩を巻き込んだ、石積の土留工

（写真２）土留工の現在 石を積み上げている様子



越
え
た
神
奈
川
県
の
酒
匂
川
下
流
域
と
沿

岸
部
に
ま
で
甚
大
な
影
響
等
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

こ
の
地
域
は
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
際

に
噴
出
・
堆
積
し
た
「
ス
コ
リ
ア
」
と
呼

ば
れ
る
特
殊
な
土
壌
で
あ
り
、
森
林
へ
の

復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
相
当
の
事
業
費
と

高
度
な
技
術
が
必
要
に
な
る
た
め
、
関
東

森
林
管
理
局
が
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に

よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
コ
リ
ア
は
固
結
度
が
弱
い
た
め
降
雨

に
よ
り
浸
食
さ
れ
や
す
い
な
ど
極
め
て
脆

弱
で
あ
る
上
に
、
土
壌
養
分
に
乏
し
い
こ

と
な
ど
か
ら
森
林
の
再
生
が
困
難
な
土
質

で
す
。
し
か
し
、
現
在
は
こ
の
よ
う
な
土

質
に
対
応
す
る
た
め
の
技
術
が
開
発
さ
れ

様
々
な
工
種
に
よ
り
早
期
に
効
果
的
な
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

脆
弱
な
地
盤
支
持
力
で
も
対
応
で
き
る

鋼
製
自
在
枠
（
写
真
３
）
や
土
砂
の
掘
削

が
最
小
限
で
施
工
で
き
る
セ
ル
ダ
ム
な
ど

（
写
真
４
）
が
そ
の
例
で
す
。
土
質
条
件

に
対
応
し
た
工
種
を
組
合
せ
て
治
山
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
数
年
後
に
は
緑

豊
か
な
森
林
が
造
成
さ
れ
、
我
々
の
直
轄

治
山
事
業
は
概
成
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

小
山
町
の
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
が
終

了
し
て
50
年
後
に
は
、
道
志
川
治
山
事
業

地
の
よ
う
に
自
然
豊
か
な
森
林
と
な
り
、

そ
の
こ
ろ
に
は
治
山
ダ
ム
な
ど
の
施
設
は

森
林
の
一
部
と
し
て
機
能
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
環
境
」
を
未
来
の
子

供
た
ち
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
月
の
表
紙

お
お
た
か
ど
や
山

標
準
電
波
送
信
ア
ン
テ
ナ

（
福
島
県
田
村
市
・
川
内
村
）

森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
島
の
森
林
・
林
業
の
復
興
・
創
生
に

貢
献
す
べ
く
、
旧
避
難
指
示
区
域
に
お
け
る

林
業
再
生
の
た
め
の
実
証
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
実
証
事
業
地
の
一
つ
（
田
村

市
都
路
地
区
内
）
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
お
持

ち
の
電
波
時
計
へ
標
準
電
波
を
昼
夜
送
り
続

け
て
い
る
「
お
お
た
か
ど
や
山
標
準
電
波
送

信
所
」
の
大
き
な
傘
型
の
ア
ン
テ
ナ
が
望
め

ま
す
。

こ
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
地
上
高
２
５
０
ｍ
で
、

大
鷹
鳥
谷
山
（
標
高
７
９
４
ｍ
）
山
頂
付
近

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀
県
に
あ
る
「
は

が
ね
山
標
準
電
波
送
信
所
」
の
ア
ン
テ
ナ
と

と
も
に
、
全
国
各
地
へ
標
準
電
波
を
送
り
届

け
て
い
ま
す
。

（写真３）鋼製自在枠

（写真４）セルダム

崩壊した山腹斜面（山梨県笛吹川） 治山工事が終了した山腹（山梨県笛吹川）



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
事

業
に
つ
い
て
幅
広
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い
く

た
め
、
一
般
公
募
に
よ
る
70
名
の
方
に
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
広
報

誌
や
森
林
・
林
業
に
関
す
る
資
料
を
毎
月

お
送
り
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
９
月
26
日
に
群
馬
県
の
赤

城
山
周
辺
（
群
馬
森
林
管
理
署
管
内
）
で

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
、
14
名
の
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
は
、

午
前
中
、
赤

城
山
西
麓
の

国
有
林
で
間

伐
に
よ
る
森

林
整
備
、
高

性
能
林
業
機

械
に
よ
る
伐

倒
・
集
材
作

業
の
ほ
か
、

シ
カ
の
侵
入
防
止

柵
や
樹
皮
剥
ぎ
防

護
ネ
ッ
ト
等
の
シ

カ
被
害
対
策
を
視

察
、
午
後
は
、
赤

城
山
山
頂
付
近
の

国
有
林
で
治
山
事

業
施
工
地
と
治
山

事
業
に
よ
り
復
旧
し
た
箇
所
を
視
察
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
県
立
赤
城
自
然
公

園
の
木
造
施
設
に
場
所
を
移
し
て
、
最
近

の
森
林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、

・
伐
採
後
の
森
林
の
更
新
に
当
た
っ
て
は
、

植
栽
だ
け
で
な
く
天
然
力
を
活
用
し
た
更

新
も
推
進
す
べ
き
。

・
林
業
の
成
長
産
業
化
、
山
村
地
域
の
活

性
化
に
は
、
木
材
需
要
を
さ
ら
に
掘
り
起

こ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
国
有
林
の
組

織
力
、
技
術
力
を
活
か
し
て
、
木
材
の
ブ

ラ
ン
ド
化
等
と
い
っ
た
木
材
需
要
創
出
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

・
現
在
、
学
校
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
「
食
育
」
の
よ
う
に
、
「
木
育
」
の
よ

り
一
層
の
推
進
を
望
む
。

と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
国
有

林
野
事
業
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
毎
年
、
国
有

林
野
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の

会
議
を
管
内
の
各
地
域
ご
と
に
開
催
し
、

さ
ら
に
各
地
域
の
代
表
市
町
村
長
の
皆
様

に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
い
て
局
管
内
全
体

の
「
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連

絡
協
議
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
11
月
12
日
（
月
）
に
東
京

都
千
代
田
区
の
農
林
水
産
省
三
番
町
共
用

会
議
所
に
お
い
て
、
管
内
13
地
域
の
代
表

市
町
村
長
等
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開
催

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
林
野
庁
か
ら
最
近
の
森
林
・

林
業
を
め
ぐ
る
情
勢
等
、
関
東
局
か
ら
は
、

林
業
の
成
長
産
業
化
や
地
域
貢
献
に
向
け

た
重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

市
町
村
長
の
皆
様
か
ら
は
、

・
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
使
途
と
し
て

森
林
環
境
教
育
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
中
、
国
有
林
に
お
い
て
も
、
自

治
体
と
連
携
し
て
森
林
環
境
教
育
の
場
づ

く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
よ
り
森
林
管
理
の

省
力
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

・
野
生
動
物
の
行
動
範
囲
拡
大
に
伴
い
、

山
ビ
ル
の
生
息
域
も
拡
大
し
て
い
る
。
シ

カ
対
策
の
実
施
と
と
も
に
、
山
ビ
ル
に
つ

い
て
も
情
報
共
有
な
ど
を
お
願
い
し
た
い
。

・
森
林
経
営
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い

森
林
に
つ
い
て
は
、
民
国
連
携
の
枠
組
で

検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
観
光
地
に
お
け
る
眺
望
確
保
の
た
め
の

修
景
伐
採
を
お
願
い
し
た
い
。

・
村
道
で
落
石
が
危
惧
さ
れ
る
箇
所
が
あ

る
の
で
、
可
能
な
箇
所
で
は
治
山
事
業
を

実
施
し
て
ほ
し
い
。

等
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。い

た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い

て
は
、
林
野
庁
及
び
関
係
森
林
管
理
署
等

と
連
携
し
て
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成３０年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１７３号（４）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

「
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長

有
志
連
絡
協
議
会
」
を
開
催

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

協議会の様子

高性能林業機械による森林施業の視察

治山事業施工地の復旧状況の視察



小
笠
原
諸
島
に
は
、
貴
重
な
野
生
動
植

物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
が
、
過
去

に
移
入
等
さ
れ
た
外
来
種
が
そ
の
分
布
域

を
拡
大
し
、
小
笠
原
の
固
有
森
林
生
態
系

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
母
島
に
お

い
て
は
特
に
ア
カ
ギ
と
い
う
外
来
植
物
が

そ
の
旺
盛
な
生
命
力
か
ら
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。

ア
カ
ギ
は
、
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
科
ア
カ
ギ

属
の
常
緑
高
木
で
琉
球
、
台
湾
、
中
国
な

ど
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
戦
前
の
小
笠
原

で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
の
精
糖
や
鰹
節
製

造
等
に
あ
た
っ
て
大
量
の
薪
炭
材
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
一
九
〇
五
年
以
前
に
移
入
さ
れ

ま
し
た
。
過
去
の
調
査
で
は
8
年
目
に
は

生
長
良
好
な
個
体
は
樹
高
11
m
23
㎝
、
胸

高
直
径
21
㎝
に
達
し
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
お
り
、
小
笠
原
の
土
地
に
適
応
で
き
る

優
良
な
樹
種
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

当
初
、
そ
の
分
布
は
植
林
地
の
周
辺
に

限
ら
れ
て
お
り
、
固
有
森
林
生
態
系
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
状
況
が
一
変
し

た
の
は
一
九
八
三
年
の
大
型
台
風
に
よ
る

撹
乱
で
す
。
こ
の
撹
乱
を
契
機
に
ア
カ
ギ

の
分
布
は
急
速
に
拡
大
し
、
母
島
の
代
表

的
な
森
林
で
あ
る
湿
性
高
木
林
に
も
侵
入

し
ま
し
た
。

ア
カ
ギ
は
在
来
の
樹
木
に
比
べ
て
生
長

力
、
繁
殖
力
が
旺
盛
で
、
大
量
の
果
実
を

生
産
し
、
落
下
し
た
種
子
の
殆
ど
は
当
年

に
発
芽
し
、
一
度
定
着
し
て
し
ま
え
ば
暗

い
林
内
で
も
生
き
続
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
萌
芽
再
生
力
に
も
優
れ
、
幹

や
枝
が
折
れ
て
も
す
ぐ
に
再
生
し
て
し
ま

い
、
一
度
定
着
す
る
と
永
続
し
て
そ
の
場

が
占
有
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
特
性
か
ら
、
ア
カ
ギ
は
小
笠
原
の
固
有

森
林
生
態
系
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
の
ア
カ
ギ
を
抜
き
取
り
や
伐
倒
の

ほ
か
、
形
成
層
を
剥
が
し
て
枯
ら
す
巻
枯

ら
し
な
ど
様
々
な
方
法
で
駆
除
を
実
施
し

て
き
て
い
ま
し
た
が
、
ア
カ
ギ
の
生
命
力

は
す
さ
ま
じ
く
、
巻
枯
ら
し
か
ら
再
生
す

る
個
体
も
出
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
近

年
で
は
安
全
な
薬
剤
で
あ
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ

プ
と
い
う
農
薬
を
樹
幹
に
注
入
す
る
薬
剤

注
入
と
い
う
方
法
を
主
流
に
ア
カ
ギ
の
駆

除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
木
が

倒
れ
て
危
険
な
箇
所
や
下
層
に
希
少
な
動

植
物
が
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
人
が
樹
木

に
登
り
、
先
の
方
か
ら
除
々
に
切
り
お
と

し
て
い
く
特
殊
伐
採
方
法
で
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
少
し
ず
つ
で

す
が
固
有
森
林
生
態
系
が
回
復
し
て
き
て

い
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

た
こ
の
小
笠
原
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
後

世
に
残
す
た
め
、
今
後
も
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（５）平成３０年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１７３号

小
笠
原
の
固
有
森
林
生
態
系
を
脅
か
す
外
来
植
物

～
ア
カ
ギ
編
～

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

丸太からも再生するアカギ

広がるアカギ

特殊伐採

固有森林生態系への回復



村
松
森
林
事
務
所
は
、
五
泉
市

（
旧
村
松
町
）
に
あ
り
、
五
泉
市

と
阿
賀
町
に
二
万
三
千
六
百
十
二

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

五
泉
市
の
国
有
林
に
は
登
山
に

手
軽
な
管
名
岳
や
大
蔵
山
が
あ
り
、

巨
木
100
選
に
選
ば
れ
た
大
ト
チ
や
、

ど
っ
ぱ
ら
清
水
と
称
さ
れ
る
水
源

と
共
に
白
山
周
辺
に
ケ
ヤ
キ
主
体

の
広
葉
樹
林
が
広
が
り
、
地
域
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阿
賀
町
の
国
有
林
は
、

福
島
県
境
に
接
し
、
広
大
な
原
生

林
が
残
っ
て
い
る
飯
豊
山
系
へ
の

登
山
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

五
泉
市
・
阿
賀
町
と
も
に
森
林

率
が
高
く
、
国
有
林
で
は
保
育
間

伐
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
ク
マ
に
よ
る
皮
剥
ぎ
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
、
保

護
テ
ー
プ
や
成
長
バ
ン
ド
等
の
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

調
査
等
で
入
山
す
る
た
び
に
新
し

い
被
害
木
を
見
る
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

獣
害
に
対
し
て
は
、
五
泉
市
で

も
対
策
会
議
を
開
催
し
、
サ
ル
・

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
等
へ
の
対
策
を

模
索
し
て
い
ま
す
が
、
田
畑
・
民

有
林
へ
の
被
害
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
近

年
ま
で
見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
ニ

ホ
ン
ジ
カ
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
国
有
林
で
は
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
雄
、

子
連
れ
の
雌
が
新
た
に
確
認
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・

ク
マ
・
カ
モ
シ
カ
の
生
息
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
民
・
国

が
連
携
し
な
が
ら
の
対
応
策
を
ど

う
い
っ
た
形
で
進
め
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
に
着
任
し
て
半
年
で

す
が
、
思
っ
た
以
上
に
守
備
範
囲

が
広
く
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
毎
日

で
す
。
隣
接
す
る
森
林
事
務
所
な

ど
と
協
力
し
、
効
率
よ
く
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
の
こ
特
集

朱
鷺
（
ト
キ
）
色
は
ピ
ン
ク
？

ト
キ
イ
ロ
ヒ
ラ
タ
ケ
（
食
）
（
ヒ
ラ
タ

ケ
科

ヒ
ラ
タ
ケ
属
）

６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
に
か
け
て
、

広
葉
樹
枯
木
特
に
藤
蔓
に
群
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
２
㎝
か
ら
６
㎝
の
半
円
形
で
表

面
は
朱
鷺
色
か
ら
ピ
ン
ク
色
で
平
滑
で

す
。

柄

は

白

色

で

１

㎝

と

短

く

ヒ

ダ

は

ピ

ン

ク

色

で

直

生

し
ま
す
。

平成３０年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１７３号（６）

ニホンジカ（オス）
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